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COMSOLは1つの物理に慣れれば他の物理も同じ感覚で出来ると言われている。
ここでは共通事項を紹介することで、具体的にそのようなことが可能であることを示す

１．背景と目的



２．モデルビルダーの特長

一つのフィジックス操作を習得すれば、他も同じ感覚でGUI操作

例題は編集可能。例題をもとに自身の目指す
モデルを開発できる。言語切り替え機能あり。

例題には説明、GUI操作手順書を
記載したpdfが付属している。

マウス右クリック：コンテクストメニュー/グラフィックス平行移動
マウス左クリック：設定ウィンドウ表示/グラフィックス回転
マウス中央ボタン：グラフィックス拡大縮小/巡回選択

ファイル：アプリケーションライブラリ モデルビルダー

計算パラメタ設定

物性値設定

ジオメトリ設定

物理設定

メッシュ生成

ソルバー設定と計算

結果の表示/処理

COMSOL DesktopGUI操作
同じルック＆フィール
直感的な選択
失敗しても簡単にやり直せる
順不同で積み上げていける

使ってみれば体感できる

流体

電流保存

化学種輸送

D:デフォルト設定。
必要なものを追記。
式には数値の他、変数、数式、表
関数などを記述可能。
方程式の参照可能。



自分の実現したいこと

３．デフォルトと追加

ある物理

追加事項

作業の基本的な方針 ①熱伝達境界を入れたい
②温度をセットしたい
③発熱をつけたい
④断熱にしたい

①②③④

④

①②③

追加作業項目
①② ③

境界条件

ドメイン

コンテクストメニュー
から該当項目を追加

追加事項が分かったので、作業が楽



４．コンテクストメニューの表示と項目選択

右クリックで表示されるコンテクストメニューから、
追加したいドメイン条件や境界条件を選択する。
コンテクストメニューは、
次元の高いエンティティから
低いエンティティまでがセパレーター（横線）で
区切られて並んでいる。



５．設定ウィンドウの種類

ジオメトリ

フィジックス

メッシュ

スタディ

ノードをクリックすると、設定ウィンドウに行く。
そこで必要な操作を行う。



境界を選択

６．グラフィックスウィンドウ

カメラ

アンドック

ドック

リセット

選択を非表示

ドラッグすると表示される



プロットグループをゼロから作るには、結果を右ク
リックし、プロットグループを選択、必要があれば名
前をリネームする。

７．ポスト処理

エクセルへの吐き出し方

必ず「エクスポート」
をクリックする

プロットグループの作り方



１）「ファイルからロード」で外部データを読み込む
２）「ファイルに保存」をクリックして変数を外部に吐き出し、再利用などを行う

８．変数のロードと保存

「ファイルからロード」

「ファイルに保存」



発展

モデル開発

先進的な設計の基盤構築へ

解析のテーラーメード

解析の展開

大量解析データ蓄積の加速

機械学習との連携への可能性

新しい数学モデルの組み込み

アプリ作成
コンパイラでexe作成
配布

様々な条件で計算
多数による実行
データ蓄積

熟練技術等の埋め込み
設計の高度化
推論の高精度高速化

サーバー
コンパイラ

アプリ化

９．モデル開発からアプリ化・配布


